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3歩先の施工ポイント

出隅部は、防水気密テープを張った
上に、通気胴縁を付けておくこと。
出隅部の通気胴縁は、柱にビスで留
められるように、付加断熱するポリス
チレンフォームの厚みを考慮した幅広
のものとするほうがよい。

・

・

構造用合板

防水気密テープ
（アクリル系片面）

外装仕上材

通気胴縁

ポリスチレンフォーム

Ｘポイントビスもしくは
パネリード＠303

ポリスチレンフォームの
厚みを考慮して、幅広
の通気胴縁とする

ポリスチレンフォームの
厚みを考慮して、幅広
の通気胴縁とする

! 補足説明2 - 付加断熱の出隅部の納まり


